
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（北信地域） 

平成２8年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

事 業 内 容   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目毎

に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

今後の取り組み  

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 

 

 

 

 
 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

 

事業名 第３期 志賀高原ユネスコエコパーク 蓮池外来種駆除事業 

事業主体 

（連絡先） 

志賀高原観光協会 

山ノ内町大字平穏 7148 電話 0269-34-2404  e-mail:info@shigakogen.gr.jp 

事業区分 （５）環境保全及び景観形成に関する事業 

（６）ア 特色ある観光地づくり 

事業タイプ ソフト・ハード 

総事業費           762,727円（うち支援金：490,000円） 

① 水草刈り器での深部駆除 

② 観光協会・地権者・地域関係者

での協働作業。地域の精神的活

性化を図る。 

③ 地元小学生対象 ESD 事業の実

施 

④ 各種広報活動 

※自己評価【B】 

【理由】本事業を通じ地域の関係

者の環境保全に対する認識の向上

が図れましたが、水中草刈り機の

運用が予想外に困難であり、あま

り効果が得られなかった事が悔し

いです。 

【外来種駆除の様子】 

  【目標・ねらい】 

 

① 地元業者との水草刈り器具の改良にあたっては設計

から制作、細部調整・現地検査までご協力頂いた。 

② 地元の協力は 3 年目ということもあり、積極的にご

協力頂き環境保全に対する意識の向上が見られる。 

③ 地元小学生の参加においては、ユネスコスクールに

おいての ESD事業としてご協力頂けた。 

④ 駆除物の撤去については、昨年の反省から速やかに

撤去作業が完了し、現状を回復した。 

⑤ 活動内容を地元新聞社、テレビ局にお取扱いいただ

き、コメント等に本支援金活用の広報ができた。 

⑥ 各地域にて登山道、遊歩道、湿原での環境保全活動

が始まっている。 

第3期目として志賀高原蓮池における外来種駆除事業を

実施。湖畔においては入水しての駆除、深部は改良した

水草刈り器にて駆除を実施。 

１、水中草刈り器具改良設計打合せ 

２、蓮池現地確認・調査（観光協会、地権者、環境省） 

３、志賀高原観光協会理事会事業会議 

４、物品購入・改良（ボート）及び器具取付検査作業 

５、外来種講習（観光協会、地元関係者、地権者対象） 

６、外来種駆除作業（9月 13日） 

７、駆除物撤去作業 

 蓮池における外来種駆除も３年目が終了し、当該地域だけでなく志賀高原内各地域において

遊歩道、湿原、ゲレンデなどでの外来種駆除作業が実施されるようになり、この事業をきっか

けとして環境省、行政、地権者、観光協会において当該地区の園地化、再整備の検討が始まり

ました。 


